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第１章 各種アンケート内容
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各種アンケート内容

各種アンケート内容については、以下の事業のアンケート調査から抜粋した内容を掲載して

います。

１．協働のまちづくりに関するアンケート調査

総回答数３１５人

〇郵送

平成３１年１月１８日発送 １月３１日回答期限

対象：市民活動団体１３５ 民生委員児童委員・青少年相談員１２７、事業者９６

〇ＷＥＢ

内容：「市民向け」と「事業者向け」の設問を用意

期間：３月８日から４月３０日まで

周知方法

・平成３１年３月１５日 広報やちまた記事掲載

・八街商工会議所ニュース３月号に掲載

・３月１３日回覧により周知

・やちまたメール配信サービスによる周知

２．令和元年度地域力向上スクール参加者アンケート

全５回 令和２年１月２５日（土） ２月１日（土） ２月１５日（土）

２月２２日（土） ３月７日（土）

延べ参加者数：８５人

講師：ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 代表 牧野 昌子 氏

第１回：参加者１４人

地域力向上のキーマン「地域コーディネーター」の必要性と役割

登壇者：とみさと市民活動サポートセンター

コーディネーター 平野 希 氏 飛ヶ谷 祐示子 氏

第２回：参加者１７人

チラシづくりのコツと会議をまとめるテクニック

第３回：参加者１９人

地域で活躍している人とディスカッション

登壇者・八街北地区社会福祉協議会 髙梨 孝雄 氏

・民生委員児童委員 原 月美 氏

・八街東みらい塾 宮内 太一 氏

・生活クラブ風の村八街 特養ホーム八街施設長 村井 香織 氏

第４回：参加者１７人

地域で活躍している人とディスカッション
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登壇者・六区区長 吉野 輝美 氏

・八街市社会福祉協議会 尾形 淳五 氏

・特定非営利活動法人セブンエイチ 沖山 陽子 氏

第５回：参加者１８人

地域を活かす企画書づくり

３グループ ・パラリンピック採火式企画提案 １グループ

・やちまたふくしフェスタ企画提案 ２グループ

３．令和２年度地域力向上スクール参加者アンケート

全１回 令和２年８月２９日（土）

参加者数：１６人

講師：市民部市民協働推進課 主任主事 石渡 正格

・ホームルーム 前回の講座の振り返り

・交流会（受講者同士で活動内容を共有）

・グループワーク（テーマ「ネットワークづくり」）

４．誰もがくらしやすいまちづくりセミナー 参加者アンケート

主催：八街市、八街市社会福祉協議会

日時：平成３１年３月１６日(土)１３：３０～１６：３０
場所：総合保健福祉センター ３階 大会議室

参加者：７２人

登壇者

クロストーク 千葉大学 教授 関谷 昇 氏

順天堂大学 先任准教授 松山 毅 氏

ファシリテーター 長谷川 正幸氏

実践発表 ①六区地区社会福祉協議会 会長 鯨井 源一 氏

②医療法人社団誠和会長谷川病院 副院長 菊池 はじめ 氏

③mama no wa 代表 渡辺 史歩 氏

５．協働のまちづくりの基礎知識に関する職員研修会 参加者アンケート

日時：令和元年７月１７日、２４日、２５日

１０：００～ １４：００～（９０分） 全６回

場所：総合保健福祉センター ３階 大会議室

参加者：４０６人（職員総数５７２人約７割受講）

講師：市民協働推進課 主査 齋藤淳一 主任主事 石渡正格

内容：協働のまちづくりの基礎知識に関する職員研修会
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１．協働のまちづくりに関するアンケート調査【抜粋】

34.9%

29.8%

22.9%

11.7%

0.3%

「協働のまちづくり」についてどのくらい理解してい
ますか。

言葉を聞いたことがあるが内容
はよくわからない
なんとなくは理解している

言葉を聞いたことがないし、内
容もわからない
よく理解している

未回答

1

37

72

94

110

0 50 100 150

未回答

よく理解している

言葉を聞いたことがないし、内容もわからない

なんとなくは理解している

言葉を聞いたことがあるが内容はよくわからない

「協働のまちづくり」についてどのくらい理解してい
ますか。

N＝３１４

出典：協働のまちづくりに関するアンケート調査
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63.8%

27.3%

6.7
%

1.3% 0.6%

八街市が協働のまちづくりを推進していくことにつ
いてどう思いますか。

必要だと思う

どちらかといえば必要
だと思う
わからない

どちらかといえば必要
だとは思わない
未回答

2

4

21

86

201

0 50 100 150 200 250

未回答

どちらかといえば必要だとは思わない

わからない

どちらかといえば必要だと思う

必要だと思う

八街市が協働のまちづくりを推進していくことに
ついてどう思いますか。

出典：協働のまちづくりに関するアンケート調査

N＝３１４
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55.2%

54.6%

45.7%
45.1%

41.3%

27.9%

22.9%

4.8% 0.6%

協働のまちづくりを推進するためには、どのような

ことが必要だと思いますか。（複数回答可）

市政やまちづくりに参加しやす
い仕組みづくり
課題を共有できる仕組みづくり

市職員の意識改革や市の推進体
制の整備
市民への啓発やリーダーの育成

市民や市民活動団体、事業者な
どのネットワークづくり
まちづくり活動を支援するため
の助成制度の創設
まちづくり活動を支援する施設
の設置
わからない

未回答

2

15

72

88

130

142

144

172

174

0 50 100 150 200

未回答

わからない

まちづくり活動を支援する施設の設置

まちづくり活動を支援するための助成制度の創設

市民や市民活動団体、事業者などのネットワークづ...

市民への啓発やリーダーの育成

市職員の意識改革や市の推進体制の整備

課題を共有できる仕組みづくり

市政やまちづくりに参加しやすい仕組みづくり

協働のまちづくりを推進するためには、どのような

ことが必要だと思いますか。（複数回答可）

出典：協働のまちづくりに関するアンケート調査

N＝３１４
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２．令和元年度地域力向上スクール参加者アンケート【抜粋】

自由記述欄【抜粋】

３．令和２年度地域力向上スクール参加者アンケート【抜粋】

Q今後、どのような内容であれば参加したいと思いますか。（複数回答可）

回答数１５人

自由記述欄【抜粋】

高齢化の今、地域内のコミュニティがもっと必要ではと思っています。

ネットワークづくりは参加したい人が少なくてもやるべきです。担い手を継続的に養成

していくべきです。

八街市の活性化になるものをもっと掘り下げて勉強したいと思いました。

グループワークをすると共感の場づくりになりました。

横のつながりについて何か情報があれば参考にしたい。

地域活動を勉強したいと思います。

選 択 項 目 回答数 回答率

１ 地域の課題についての勉強会 １３ ８６．７％

２ 地域で活躍している人との交流会 １１ ７３．３％

３ 地域活性化に関する事業の企画立案 ９ ６０．０％

４ 地域で活躍している人の事例発表 ５ ３３．３％

５ コーディネーターのスキルアップ講座 ４ ２６．７％

「地域の課題」を皆さんはどのように掘り起こしていますか？

若年世代の意見がとても参考になった。今後も若年世代が参加できる工夫と努力をして

いただきたい。

子ども目線、若年目線が今後のまちづくりの生命線！

それぞれの課題（福祉、子育て、環境、防災）などについての勉強会を数多く行いたい。

地域の交流や情報発信（ＳＮＳやＹｏｕＴｕｂｅ）をもっと活発に利用した方がよいと感

じました。
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４．誰もがくらしやすいまちづくりセミナー 参加者アンケート【抜粋】
市民参加とは、まずひとり一人の暮らしや願いを知ることからスタートせねば。

円卓会議等で様々な方が協議することで、地域の具体的なサポーターを見つけていくこと

が大切であることを感じました。

人口減少、高齢化時代、コミュニケーションづくりを促進していきたい。

今の現況はどのような社会環境になっているかを知ること（理論の武装）はとても大切だ

と思います。

地域のボス捜しも大切かと。

地域の話し合いの場を創る。ニーズをつかむ。

くらしやすいまちづくりのためには、住民ひとり一人の意識が必要だと思います。

横のつながりを早めにつくることは（幼少期からつくること）とても良いことだと思いま

す。そのつながりはずっと続いていくし、その必要があります。地元でつながれたらもっ

と良いと思います。

つながりづくりは地域の支える人材不足を地域に眠っている財産（人、知恵、情報、etc.・・・）

を引き出すことか。

面白かった。発表者がいきいきしていて、活動も楽しそうで参加してみたいと思った。い

ままで知らない活動（市内の地域活動）ばかりでした。知る機会があるのは大事ですね。

話し合う場が良かった。初めての人と知ることができた。

ミニワークで話し合う機会が持てたことは貴重な機会でした。

セミナー後に話し合いができたことは充実感がありました。

ミニワークの時間をもっと長くしてほしい。

時間に縛られないで討論がしたい。
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５．協働のまちづくりの基礎知識に関する職員研修会参加者アンケート
【抜粋】

Q１．研修に参加して「協働」の理解が深まりましたか。

Q２.研修の内容についてどのくらい知っていましたか。
（１） 協働のまちづくりに関する考え方について

自由記述意見【抜粋】

まちづくりという言葉を聞くと、いわゆる公助の部分を考えてしまいがちでしたが、市民

や地域の活動があってのモノであることを意識することができました。市民と地域からの

視点を持つことを心がけたいと思います。

担当業務においても少しずつ、市民団体の方と話し合う機会がありますが、どうしても行

政がやるべきという話になってしまい、共助の理解が得られません。

協働のまちづくりの考え方が市民に広がっていけば、市が抱える課題の解消にもつながり、

よりよいまちづくりが推進できるのだろうと思いました。職員としてその一端を担えるよ

うに努めたいと思いました。

困ったときは、行政が助けてくれる。何とかしてくれる。という意識が強いと感じている。

これは区の加入率が低いことにも現れている。実際、こうした市民の意識をどのように変

えていくのか悩ましい問題である。

職員を積極的に情報共有の場に参加させてはどうか。

これまで「協働」という単語は、行政の手が回らなくなった事業を住民に助けてもらって

いる（極端に言えば手伝わせている）という印象が先行していたが、地域の事業を行政が

支援することも「協働」だと学び勉強になった。協働を推進するのは大いに賛成なので、

新しいことに対しても過剰な拒否反応を示す行政の空気を変えていかなければならないと

思う。

全体 ３５１

1理解が深まった ２９８ ８４．９％

2わからない ４２ １２．０％

3理解が深まらなかった ９ ２．６％

4未回答 ２ ０．６％

全体 351

1ほとんど知っていた ２７ ７．７％

2少し知っていた １９６ ５５．８％

3ほとんど知らなかった １１０ ３１．３％

4全く知らなかった １６ ４．６％

5未回答 ２ ０．６％
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協働を実施するにあたり、市職員が市民の側に出向くことが重要であると考えます。市民

とのふれあい、対話する中で新しい発想、そして、相互理解が深まると思います。もっと

もっと市民との対話を大切にするよう促してください。

非常にわかりやすい内容の研修であり、大変勉強になりました。すべての分野で協働のま

ちづくりを進めていく必要があるので、すべての職員が認識する必要があると感じた。そ

れと同時に、市民、市民活動団体、事業者に対しても協働のまちづくりの認識を高めてい

く必要があり、自助、共助、公助の考え方を理解して連携していくことが大事であると思

いました。

地域自治活動やイベント等知らなかったことがたくさんあり、いろいろな活動やイベント

を知るよい機会となりました。

「協働のまちづくり」は漠然としか知らなかったので具体的な活動内容を知ることができ

て良かったと思う。できる範囲で、できることから少しずつはじめてみたいと感じた。

協働のまちづくりについて、多くの活動や協力・理解があって進められていることはわか

った。一職員として関わりのある分野だけでなく知っていきたいと思った。市民もこれら

の活動を知るすべのない方も多いと思うので、そこも進められたら良い。
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第２章 アンケート分析結果
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アンケート分析結果

第１章の「各種アンケート内容」の分析の結果、次の６つの重点課題を抽出することができ

ました。

１．協働のまちづくりへの理解度

２．多様なまちづくり活動への参加の入り口

３．話し合い・出会いの場づくり

４．知る機会・気づき・共感

５．学びの場

６．つながり
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１．協働のまちづくりへの理解度について

「協働のまちづくりに関するアンケート調査」の結果、「協働

のまちづくりについてどのくらい理解していますか。」という

質問に対し、「言葉を聞いたことがあるが内容はよくわからな

い。」が３４．９％、「言葉を聞いたことがないし、内容もわか

らない。」が２２．９％であわせて５７．８％の人が協働のまちづくりについて、理解が得ら

れていない結果となりました。

また、「誰もがくらしやすいまちづくりセミナー参加者アンケート」では、「くらしやすい

まちづくりのためには、住民ひとり一人の意識が必要だと思います。」といった意見があった

ほか、「協働のまちづくりの基礎知識に関する職員研修会」の参加者からは「担当業務におい

ても少しずつ、市民団体の方と話し合う機会がありますが、どうしても行政がやるべきとい

う話になってしまい、共助の理解が得られません。」といった意見があり、今後も継続して協

働のまちづくりへの市民意識の向上が求められています。

一方、市職員の理解度については、令和元年度に全市職員を対象として、「協働のまちづく

りの基礎知識に関する職員研修会」を実施した結果、８４．９％の参加者から協働のまちづ

くりについて理解が深まったとの回答が得られました。

このことから、市民、市民活動団体、事業者などの協働のまちづくりへの理解度を高めつ

つ、継続して市職員の資質・理解度の向上が求められます。
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２．多様なまちづくり活動への参加の入り口について

「協働のまちづくりに関するアンケート調査」において、「協働のまちづくりを推進するた

めには、どのようなことが必要だと思いますか。」という設問で、もっとも回答が多かった項

目が「市政やまちづくりに参加しやすい仕組みづくり」で、回答割合が５５．２％と回答者

の約半数が選択しています。

「協働のまちづくりガイドブック」に掲載しているように、今後も「世代」や「組織」を通

じて、様々なまちづくりへの参加の入り口があることを広く啓発していくことや、参加しや

すい環境づくりが求められます。
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３．話し合い・出会いの場づくりについて

「協働のまちづくりに関するアンケート調査」において、「協働のまちづくりを推進するた

めには、どのようなことが必要だと思いますか。」という設問で、２番目に回答が多かった回

答項目が「課題を共有できる仕組みづくり」で、回答者の５４．６％が選択しています。

また、「令和元年度地域力向上スクール参加者アンケート」では、「ネットワークづくりは

参加したい人が少なくてもやるべきです。担い手を継続的に養成していくべきです。」といっ

た意見があったほか、「令和２年度地域力向上スクール参加者アンケート」では、「地域で活

躍している人との交流会」を望む人が７３．３％いました。

さらには、「誰もがくらしやすいまちづくりセミナー参加者アンケート」においては、「人

口減少、高齢化時代、コミュニケーションづくりを促進していきたい。」「地域の話し合いの

場を創る。ニーズをつかむ。」「話し合う場が良かった。初めての人と知ることができた。」「セ

ミナー後に話し合いができたことは充実感がありました。」「時間に縛られないで討論がした

い。」といった意見がありました。

一方、市職員からも、「協働のまちづくりの基礎知識に関する職

員研修会参加者アンケート」において、「職員を積極的に情報共有

の場に参加させてはどうか。」「協働を実施するにあたり、市職員

が市民の側に出向くことが重要であると考えます。市民とのふれ

あい、対話する中で新しい発想、そして、相互理解が深まると思

います。もっともっと市民との対話を大切にするよう促してくだ

さい。」といった意見がありました。

このようなことから、市民、事業者、市職員など様々な立場の人が、対等な立場で地域の現

状や課題、それぞれの活動について話し合い、現状や課題を共有できる機会を設けるととも

に、互いの長所を活かして、地域課題の解決策・アイデアを考える場を数多くつくることが

求められます。
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４．知る機会・気づき・共感

「誰もがくらしやすいまちづくりセミナー参加者アン

ケート」では、「面白かった。発表者がいきいきしていて、

活動も楽しそうで参加してみたいと思った。いままで知

らない活動（市内の地域活動）ばかりでした。知る機会が

あるのは大事ですね。」「市民参加とは、まずひとり一人の暮らしや願いを知ることからスタ

ートせねば。」「今の現況はどのような社会環境になっているかを知ること（理論の武装）は

とても大切だと思います。」といった意見があり、「令和元年度地域力向上スクール参加者ア

ンケート」では、「グループワークをすると共感の場づくりになりました。」といった意見が

ありました。

また、「協働のまちづくりの基礎知識に関する職員研修会参加者アンケート」では、「地域

自治活動やイベント等知らなかったことがたくさんあり、いろいろな活動やイベントを知る

よい機会となりました。」「協働のまちづくりは漠然としか知らなかったので具体的な活動内

容を知ることができて良かったと思う。できる範囲で、できることから少しずつはじめてみ

たいと感じた。」「協働のまちづくりについて、多くの活動や協力・理解があって進められて

いることはわかった。一職員として関わりのある分野だけでなく知っていきたいと思った。

市民もこれらの活動を知るすべのない方も多いと思うので、そこも進められたら良い。」とい

った意見がありました。

地域の課題・現状を知ることや、そういった課題に対してすでに行われているさまざまな

市民活動を知ること、また、活かすことのできる地域資源を知ることは、以下のような効果

が生まれます。

こうした知る機会を数多く設け、多くの人が現状や課題を共有し、さまざまな活動や活か

せる資源を把握したうえで、まちづくりに取り組むことが求められます。

知る内容 知ることの影響 効 果

現状、課題を知る
自分でもできるこ

とがあるかも？
まちづくりへの参加のきっかけ

さまざまな市民活動を

知る
共感・賛同 新たな担い手の誕生

地域資源（ひと、モノ、

お金、情報）を知る。

アイデアの創造

ひらめき

新たな解決策

・この人と一緒に協力すればできるか

も？

・このモノが活用できるなら解決できる

かも？
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５．学びの場

令和２年度地域力向上スクール参加者アンケートにおいて、今後、どのような内容であれ

ば参加したいと思いますか。という設問で最も多い回答が、「地域の課題についての勉強会」

で８６．７％の選択率でした。

また、自由記述として「それぞれの課題（福祉、子育て、環境、防災）などについての勉

強会を数多く行いたい。」といった意見があったほか、令和元年度のアンケートでも「八街市

の活性化になるものをもっと掘り下げて勉強したいと思いました。」「地域活動を勉強したい

と思います。」といった意見がありました。

こうした課題や現状を学ぶ機会を設けることも、継続していく必要があります。
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６．つながり

「令和元年度地域力向上スクール参加者アンケート」では、「横のつながりについて何か情

報があれば参考にしたい。」「誰もがくらしやすいまちづくりセミナー参加者アンケート」で

は、「横のつながりを早めにつくることは（幼少期からつくること）とても良いことだと思い

ます。そのつながりはずっと続いていくし、その必要があります。地元でつながれたらもっ

と良いと思います。」「つながりづくりは地域の支える人材不足を地域に眠っている財産（人、

知恵、情報、etc.・・・）を引き出すことか。」といった意見がありました。

横のつながりといっても下記のようなさまざまなつながりが考えられます。

こうした分類の垣根を超えて、横のつながりを創っていくことが、きめ細やかな地域の課題

を解決するための糸口につながり、誰もがくらしやすい豊かなまちづくりを育むことにつな

がります。

世代間 子ども、現役世代、高齢者

異分野 子育て、高齢者支援、環境美化、防犯、防災、商工観光など

地域間 区・自治会、小学校区、中学校区、市町村単位など


